
11
月
定
例
会
議 

一
般
質
問

地
方
版
図
柄
入
り
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の

交
付
が
全
国
41
地
域
で
10
月
1
日
か
ら
開
始

さ
れ
ま
し
た
。
滋
賀
ナ
ン
バ
ー
の
図
柄
は
水

色
が
基
調
で
、「
琵
琶
湖
と
島
」の
イ
ラ
ス
ト
は

シ
ン
プ
ル
で
上
品
な
デ
ザ
イ
ン
だ
と
思
い
ま

す
。
交
付
か
ら
ま
だ
2
か
月
な
の
で
見
か
け

る
こ
と
は
少
な
い
で
す
が
、
そ
れ
で
も
た
ま

に
見
か
け
る
と
少
し
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。

さ
て
、
図
柄
入
り
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
導

入
に
あ
た
り
県
が
平
成
29
年
10
月
〜
11
月
に

行
っ
た「
図
柄
入
り
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
導
入

に
係
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
」に
よ
る
と
、
ぜ
ひ

付
け
た
い
が
28
・
6
％
、
取
り
付
け
た
い
が

34
％
で
、
計
62
・
６
％
の
方
が
取
り
付
け
た

い
と
回
答
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
県
内
の
自

動
車
登
録
数
は
約
１
０
０
万
台
で
、
こ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
を
当
て
は
め
る
と
、
１
０
０

万
台
中
約
63
万
台
が
図
柄
入
り
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
を
装
着
す
る
計
算
に
な
り
ま
す
。
こ

の
う
ち
仮
に
50
万
台
が
寄
付
金
付
き
の
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
で
、
１
台
あ
た
り
最
低
額
の

１
，
０
０
０
円
が
寄
付
さ
れ
た
と
仮
定
す
る

と
寄
付
の
総
額
は
５
億
円
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
ら
は
県
の
観
光
振
興
や
交
通
改
善
に
役
立

て
ら
れ
る
非
常
に
大
き
な
財
源
と
な
り
ま
す
。

県
民
が
自
ら
寄
付
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
走
る
広

告
塔
と
な
っ
て
滋
賀
県
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
い
う

こ
と
で
あ
り
、
よ
り
多
く
の
方
に
ご
協
力
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

総
合
政
策
部
長　
１
，
１
３
６
件

（
11
月
末
時
点
）の
申
込
み
が
あ
り
、

全
国
41
地
域
中
11
位
で
す
。

全
国
41
地
域
の
図
柄
入
り
ナ
ン
バ
ー

の
申
込
数（
11
月
末
時
点
）は
１
位

は
福
山
ナ
ン
バ
ー
（
広
島
カ
ー
プ
の
マ
ス
コ
ッ
ト

「
カ
ー
プ
坊
や
」を
使
用
）５
，
７
９
８
件
、
２

位
は
熊
本
ナ
ン
バ
ー
（「
く
ま
モ
ン
」の
デ
ザ
イ

ン
）４
，
６
４
２
件
だ
が
、
本
県
の
申
し
込
み

状
況
は
？

図
柄
入
り
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
の
普
及
促
進

に
つ
い
て

平
成
三
十
一
年

油
日
神
社
に
て

総
合
政
策
部
長　
寄
付
金
な
し
は

１
３
８
件（
12
・
1
％
）、
寄
付
金

図
柄
入
り
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
は
多

く
の
方
が
フ
ル
カ
ラ
ー
を
希
望
す
る

と
考
え
る
が
、
寄
付
金
あ
り
と
寄
付
金
な
し
の

内
訳
は
？

総
合
政
策
部
長　
知
事
車
、
副
知

事
車
を
は
じ
め
５
台
の
公
用
車
に

装
着
済
み
で
、
今
年
度
中
に
4
台
追
加
予
定

で
す
。

走
る
広
告
塔
と
し
て
、
県
の
公
用

車
に
も
積
極
的
に
装
着
し
Ｐ
Ｒ
し
て

い
く
べ
き
と
考
え
る
が
、
滋
賀
県
の
公
用
車
へ

の
装
着
状
況
は
？

総
合
政
策
部
長　
12
月
4
日
時
点

で
公
用
車
の
図
柄
入
り
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
を
申
込
ん
で
い
る
市
町
は
あ
り
ま

せ
ん
。

図
柄
入
り
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
は
県

内
全
市
町
の
合
意
を
得
て
の
導
入

だ
っ
た
が
、
県
内
各
市
町
の
公
用
車
へ
の
装
着

状
況
は
？

市
町
の
公
用
車
に
図
柄
入
り
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
が
装
着
さ
れ
て
い
な

い
状
況
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

総
合
政
策
部
長　
市
町
に
対
し
て

公
用
車
へ
の
取
り
付
け
に
つ
い
て

は
特
に
働
き
か
け
を
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

今
後
は
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

警
察
本
部
長　
県
民
と
広
く
触
れ

合
う
機
会
が
多
い
交
通
安
全
教
育

車
１
台
に
装
着
済
み
で
す
。
来
年
度
更
新
予

定
の
警
察
音
楽
隊
バ
ス
も
装
着
予
定
で
す
。

宿
場
ま
つ
り
や
商
工
ま
つ
り
で
パ
ト

カ
ー
の
展
示
が
行
わ
れ
た
が
、
イ
ベ

ン
ト
等
に
使
用
す
る
可
能
性
の
あ
る
車
両
に
図

柄
入
り
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
装
着
す
れ
ば
Ｐ

Ｒ
効
果
は
極
め
て
高
い
と
考
え
る
。
県
警
車
輛

へ
の
図
柄
入
り
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
装
着
状

況
は
。

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長　
公
職

選
挙
法
第
１
９
９
条
の
２
に
お
い

て「
公
職
の
候
補
者
ま
た
は
公
職
の
候
補
者
と

な
ろ
う
と
す
る
者
は
、
当
該
選
挙
区
内
に
あ

る
者
に
対
し
、
い
か
な
る
名
義
を
も
っ
て
す

る
を
問
わ
ず
、
寄
附
を
し
て
は
な
ら
な
い
。」

私
も
自
ら
寄
付
金
あ
り
の
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
を
装
着
し
た
上
で
積
極
的

に
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
思
い
、
念
の
為
に
県
選
管
に

確
認
し
た
と
こ
ろ「
公
職
選
挙
法
に
抵
触
す
る

恐
れ
が
あ
る
」と
の
こ
と
で
、
申
し
込
み
は
断

念
し
た
。
そ
の
後
調
べ
て
み
る
と
都
道
府
県
に

よ
っ
て
見
解
が
異
な
る
よ
う
だ
が
、
図
柄
入
り

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
に
よ
る
寄
付
を
議
員
が
行

う
こ
と
は
公
職
選
挙
法
に
抵
触
す
る
の
か
ど
う

か
。

商
工
観
光
労
働
部
長　
本
制
度
の

寄
付
金
は
県
の
観
光
振
興
の
取
り

組
み
に
も
活
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
県
内
の

観
光
物
産
事
業
者
に
普
及
促
進
を
呼
び
か
け

て
い
き
ま
す
。

ホ
テ
ル
や
旅
館
の
送
迎
バ
ス
な
ど
観

光
業
に
関
係
す
る
車
両
に
図
柄
入
り

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
装
着
す
れ
ば
観
光
Ｐ
Ｒ

に
も
つ
な
が
る
と
考
え
る
が
、
県
内
の
観
光
事

業
者
へ
の
啓
発
は
？

土
木
交
通
部
長　
県
内
の
バ
ス
、

タ
ク
シ
ー
や
ト
ラ
ッ
ク
等
の
運
輸

事
業
者
に
対
し
て
も
普
及
促
進
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

寄
付
金
の一部
は
交
通
改
善
に
も
役

立
て
ら
れ
る
こ
と
も
踏
ま
え
、
県

内
の
運
送
業
や
輸
送
業
な
ど
の
走
行
距
離
の
多

い
車
に
装
着
す
れ
ば
Ｐ
Ｒ
効
果
は
よ
り
高
ま
る

が
、
交
通
事
業
者
等
へ
の
啓
発
は
？

総
合
政
策
部
長　
本
制
度
の
寄
付

金
は
、
地
域
交
通
の
サ
ー
ビ
ス
改

善
や
観
光
振
興
な
ど
に
活
用
す
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
集
め
ら
れ
た
寄
付
金
は
一
定

期
間
ご
と
に
寄
付
金
額
が
示
さ
れ
、
導
入
地

域
ご
と
に
設
置
す
る
協
議
会
で
具
体
的
な
事

業
内
容
の
検
討
と
事
業
者
の
選
定
を
行
い
、

対
象
と
な
る
事
業
が
決
定
し
た
後
に
当
該
事

業
者
が
寄
付
金
の
配
分
を
受
け
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

41
地
域
の
寄
付
金
は
す
べ
て
公
益
財

団
法
人
日
本
デ
ザ
イ
ン
ナ
ン
バ
ー
財

団
に
集
め
ら
れ
る
が
、
各
地
域
へ
の
配
分
に
つ

い
て
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。
そ
の
後
の
寄
付
金

の
流
れ
に
つ
い
て
。

総
合
政
策
部
長　
仙
台
市
で
は
普

及
促
進
の
協
議
会
が
今
後
寄
付
金

の
使
途
を
決
め
る
協
議
会
に
移
行
す
る
計
画

だ
と
聞
い
て
い
ま
す
。
本
県
も
、
普
及
促
進

の
協
議
会
が
寄
付
金
の
使
途
や
配
分
先
を
決

図
柄
入
り
ナ
ン
バ
ー
交
付
枚
数
日
本

一
を
め
ざ
す
仙
台
市
で
は
、
商
工

会
議
所
な
ど
14
団
体
と
普
及
促
進
協
議
会
を

設
立
し
、
既
に
公
用
車
１
，
０
３
６
台
に
図
柄

入
り
ナ
ン
バ
ー
を
装
着
す
る
な
ど
積
極
的
に
Ｐ

Ｒ
し
て
い
る
。
本
県
で
も
い
ず
れ
協
議
会
の
設

置
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
図
柄
入
り
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
の
普
及
促
進
に
も
取
り
組
め
る
協
議

会
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　

郷
土
へ
の
愛
着
や
一
体
感

を
育
む
と
と
も
に
滋
賀
の
魅

力
を
P
R
す
る
た
め
に
デ
ザ

イ
ン
さ
れ
た
地
方
版
図
柄
入

り
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
「
滋

賀
」
ナ
ン
バ
ー
の
交
付
が
、
平

成
30
年
10
月
1
日
か
ら
開
始

さ
れ
ま
し
た
。

　

図
柄
入
り
ナ
ン
バ
ー
プ
レ

ー
ト
は
、
新
車
・
中
古
車
の
購

入
時
に
取
り
付
け
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
お
乗
り
の
自

動
車
も
ナ
ン
バ
ー
を
変
え
ず

に
交
換
が
可
能
で
す
の
で
、

車
検
時
な
ど
に
ぜ
ひ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
寄
付
金
１
，

０
０
０
円
以
上
で
フ
ル
カ
ラ

ー
に
変
更
で
き
ま
す
。（
一
部

ナ
ン
バ
ー
変
更
が
必
要
な
場

合
が
あ
り
ま
す
。）

地方版図柄入りナンバープレート
～つけて走って広げよう、地域の魅力！～

交付手数料：普通車8,240円、大型車11,680円、軽自動車8,890円

あ
り
は
９
９
８
件（
87
・
9
％
）で
す
。

と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
図
柄
入
り
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
寄
付
金
の
活
用
等
の

詳
細
が
決
ま
っ
て
い
な
い
で
の
コ
メ
ン
ト
は
差

し
控
え
ま
す
。

平成31年度予算編成に向
けて、政策の選択と集中、
未来への責任、弱者への
視点等を基軸とした観点
から、予算と施策に関す
る提案書を会派としてま
とめ、三日月知事に提出
しました。�（12月10日）

予算と施策に関する提案書を
三日月知事に提出

県内の33団体の皆様より日頃の活
動における課題や来年度予算や県の
制度に対するご要望等をお伺いし、
意見交換をさせていただきました。

各種団体の皆様との
意見交換会（11月）

「
チ
ー
ム
し
が
県
議
団
」よ
り
意
見
書

を
提
出
！

◇�

「
外
国
人
材
が
活
躍
で
き
る
社
会
環
境
の
整

備
を
求
め
る
意
見
書
（
案
）」　
→
　
可
決

◇�

「
幼
児
教
育
・
保
育
無
償
化
の
円
滑
な
導
入

を
求
め
る
意
見
書
（
案
）」　
→
　
可
決

め
る
協
議
会
と
一
体
的
に
取
り
組
む
方
向
で

検
討
し
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
協
議
会
を
立

ち
上
げ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

チームしがの代表質問
◦�

元
気
な
滋
賀
の
創
造
に
つ
い
て

◦
障
が
い
者
施
策
に
つ
い
て

◦
新
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

◦
滋
賀
県
の
環
境
行
政
に
つ
い
て

◦
滋
賀
の
情
報
発
信
に
つ
い
て

◦�

こ
れ
か
ら
の
滋
賀
の
農
林
水
産
振
興
に

つ
い
て

◦�

命
と
地
域
を
守
る
施
策
に
つ
い
て
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平
成
最
後
と
な
る
新
年
を
迎
え
ま

し
た
。今
年
は
元
号
が
変
わ
る
改
元
の

年
で
も
あ
り
ま
す
が
、私
も
議
員
と
し

て
四
度
目
の
新
年
を
迎
え
、四
月
に
は

改
選
が
行
わ
れ
る
年
で
も
あ
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
県
政
課
題
に
取
り
組
む

た
め
、初
心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
本
年

も
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。


